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公募型プロポーザル方式による新花巻図書館整備基本・実施設計業務委託業者選定について 

令和7年１２月２３日 生涯学習部 

 

新花巻図書館の整備については、本年５月１９日に令和７年第６回教育委員会議定例会において

ＪＲ花巻駅前を新図書館建設用地とする新花巻図書館整備基本計画が議決され、令和７年花巻市

議会６月定例会に基本・実施設計業務の債務負担行為を含む補正予算等の議決をいただき、公募

型プロポーザル方式による新花巻図書館整備基本・実施設計業務委託の業者選定を行いました。 

 

 

1. 実施日程 

  新花巻図書館整備基本・実施設計業務委託の公募型プロポーザルは、以下の日程により実施

いたしました。 

令和７年 ７月 24日（木） 実施要領等の公開 

令和７年 ７月 24日（木）～８月６日（水） 質疑受付期間 

令和７年 ８月 13日（水）質疑への回答（参加表明書に係るもの） 

令和７年 ８月 14日（木）～９月 17日（水） 参加表明書、第一次審査書類の提出期間 

令和７年 ９月 26日（金） 第一次審査 

令和７年 ９月 30日（火） 第一次審査結果の通知 

令和７年 11月 19日（水） 第二次審査書類の提出期限 

令和７年 11月 24日（月） 第二次審査（公開プレゼンテーション） 

令和７年 11月 25日（火） 審査結果の公表 

令和７年 12月 ３日（水） 審査講評の公表 

 

2. 第 1回選定委員会 

  第１回選定委員会を７月１１日１３時３０分よりオンラインで開催しました。 

会議は、審査項目等の今後公表する内容を協議することから、花巻市情報公開条例第７条第５号

に基づき非公開で実施しました。 

  会議では、委員長・副委員長の選任やプロポーザル実施要領等に関して協議し事務局が修正

後、メールで委員の確認を得て７月２４日に公告しました。 

また審査について、第一次審査は９月２６日に東京都で開催し、第二次審査は１１月２４日に花巻

市において、提案者のプレゼンテーションを一般に公開する方式で開催することとしました。 
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3. 応募状況と審査経過 

本プロポーザルには計61者の応募があり、多様な提案が寄せられました。審査は2段階で実施

し、第一次審査で 6者を選定、第二次審査で最終的な優先交渉権者と次点者を選定しました。   

 

⑴ 応募資格 

応募資格（参加資格）は、一級建築士登録を受けた個人または法人で、延床面積５００

㎡以上の公共施設の設計実績を持つことを条件としました。個人のほか法人や共同企業

体（ＪＶ）の応募も可能とし、このように条件を広く設定することで、多様な提案を促すとも

に、市内の設計業者も参加しやすいようにしました。 

 

⑵ 審査について 

① 第一次審査 

提案者の能力や技術者の資格・経験、同種業務の実績などを評価する「定量的評

価」と、提案内容の独創性や実現力を評価する「定性的評価」の両面から総合的に判

断し、また、当地域の気候や特性をふまえた経験と実績も考慮しました。 

なお、市内業者が参画できる可能性を高めるために、市内業者を加えた共同企業

体（ＪＶ）を結成する場合には、評価点に点数を加えました。 

第一次審査は、令和７年９月２６日に東京都内にて行われ、自由に意見を出すことが

重要であるという委員の意見をふまえ、非公開で実施しました。 

審査の結果、６者を第二次審査の対象としました。なお、第一次審査の結果につい

ては、全応募者である６１者に対して審査結果について通知し、また、第二次審査の

対象となった６者に対しては、それぞれの提案に対する講評と第二次審査の参加の

案内を通知しました。 

 

② 第二次審査 

第一次審査を通過した 6者を対象に、11月 24日（月 振休）に公開プレゼンテー

ションを実施いたしました。なお市民をはじめとする延べ１８８名の傍聴者がありまし

た。 

公開プレゼンテーションは、第二次審査参加者が技術提案書を基に当日抽選で決定

した順番で、1 者あたり 15 分間のプレゼンテーションを行い、その後、選定委員のヒ

アリングを受ける形で実施しました。 



資料№2－1 

3 

 

選定委員による審査は、公開プレゼンテーション終了後、非公開で行われ、その後

提出された技術提案書やヒアリングを基に、選定委員会において優先交渉権者と次

点者を選定しました。 

 

ア. 優先交渉権者及び次点者 

優先交渉権者 昭和設計・t デ・山田紗子建築設計事務所共同企業体 

次点者    西澤・畝森設計共同企業体 

 

イ. 第二次審査参加者（参加表明書提出順） 
有限会社 マル・アーキテクチャ、西澤・畝森設計共同企業体、キッタン・スタジ

オ・ウエスト設計共同企業体、昭和設計・t デ・山田紗子建築設計事務所共同企

業体、C+A・木村設計A・T共同企業体、FULL POWER STUDIO株式会社 

 

③ 優先交渉権者（昭和設計・t デ・山田紗子建築設計事務所共同企業体） 
ア. 業務の実施体制  

別添資料 ①－１のとおり 

イ. 提案書  

別途資料 ①－２のとおり 

ウ. 提案要旨 

「ハナマキ・ナレッジ・コモンズ」として、駅広場と連続する地続きの立体回遊空

間と多様なコモンズを核に、市民ライブラリアンと共に運営・共創する公共図書館

が提案されました。可動書架・ものづくり空間・絵本階段・テラスなど段差とスロ

ープで多様な気積をつくり、ZEB配慮の経済的鉄骨構法でコンパクトに整備し、

また、地域文化の発信・継承と市民活動のインキュベーション機能を担うものと

しています。 

エ. 選定委員会による審査講評 

各ジャンルの図書が連坦しながら、豊かな空間が生み出されている柔軟な構

成をもつとともに、時間外利用ゾーンの空間的魅力や、広場に小さな空間を張り

出させてその魅力化を図るなどユニークさを併せ持つ提案であることが評価さ

れました。また、可変性のある閉架ゾーンを中心に、多様な空間を配置する構成
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は明確であると評価されました。計画全体に、身体知をきっかけにした余地を意

図的に設けるアプローチは、賢治の精神とも呼応するとの意見もでました。 

「市民ライブラリアン」の提案は可能性を備えている一方で、その実現のため

には、今後の体制作りが不可欠であり、行政や関係者を含めてさらなる議論が

必要であると評価されました。 

また、複数の事務所、学識者が関わるチーム構成は魅力的で、プレゼンテーシ

ョンにおいても、若い設計者の視点と経験豊かな学識者の融合が、期待を持っ

て受け止められましたが、実施段階でそれを担保できるかは不透明な部分も多

いとの意見も出ました。 

しかしながら、最終的には、そのあたりの課題を乗り越えることが出来る強さを

備えていると判断され、最優秀者として選定されることになりました。 

 

④ 次点者（西澤・畝森設計共同企業体） 
ア. 業務の実施体制  

別添資料 ②－１のとおり 

イ. 提案書  

別途資料 ②－２のとおり 

ウ. 提案要旨 

駅前広場と連続する半屋外の「みち／まど／そらテラス」と、多様な居場所を

つくる「アルコーブ」を重ねた可変的な四層の図書館というコンセプトでの提案が

されました。堅牢な RC メッシュ外郭と可変性重視の鉄骨内装を組み合わせ、蔵

書は当面 34 万冊で運用し 2050 年に再検討したほか、断熱・換気・防振や

PAC・床輻射等の省エネ対策を導入し、地域文化発信と市民活動の拠点化を

目指すものとしています。 

エ. 選定委員会による審査講評 

新花巻図書館整備基本計画においては、蔵書数を長い期間をかけて段階的

に構築することが想定されています。計画された冊数も、快適な閲覧空間と延面

積の限定などと向きあって具現化しなければなりません。提案は、今回のプログ

ラムが潜在的に有するそうした課題を的確にあぶり出すとともに、人口減少が課

題となる地域の状況を見据えて、事業の再調整をも視野に入れた骨太なもので

した。 
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様々な居場所となる魅力的なアルコーブから構成された全体からは、利用者

がそれぞれにお気に入りの場所を見つけ出す様がイメージできる優れた構成と

なっている点も評価されました。 

その一方で、避難安全検証法の採用と将来的な変更を積極的に想定すること

に設計思想として矛盾があるという点や、アルコーブを魅力的かつ安全に運営

するためには、図書館を運営するスタッフにかかる負荷が大きく、それを現段階

で想定することが困難であるとの意見がでました。 

これらの意見を勘案しながら審査委員会で慎重に議論をしましたが、花巻市

の図書館としての発展性から考えると、C案に卓越する点を見出すことは残念な

がら困難であったため、次点者として選定されることとなりました。 
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新花巻図書館の整備について 
令和 7 年 12 月 23 日 生涯学習部 

1. 建物整備関係 
1.1 令和７年度～令和８年度 

令和8年 1月に、基本・実施設計業務委託契約を締結予定で、設計期間は約 1年半とな

ります。 
基本・実施設計業務委託プロポーザルで選定された提案内容は、新花巻図書館整備に対

する提案者の考え方に基づくものであり、今後、市民ワークショップ等を通じて市民の意見を

聴取し、反映しながら基本・実施設計を進めます。 
1.2 令和８年度 

基本・実施設計と並行して、既存建物の解体設計、外構設計、ボーリング調査を実施予定

です。（令和 8年度予算要求予定）。 
1.3 令和９年度以降 
（令和 9年度） 

地方教育行政法第２９条に基づき、教育委員会の意見を伺った上で、債務負担行為とし

て建築工事費を当初予算に計上予定です。 
基本・実施設計業務委託プロポーザルでは、提案者に想定事業費として約40億

円、完成年度を令和 12年度とする前提で設計案を提示されています。今後、人

件費等の高騰により事業費が上昇する可能性がありますが、設計業者には想定

事業費内での設計を求めていく予定です。 
（令和 9年度～11年度） 

建築工事（工期：約 2年半）については、地方教育行政法第28条第２項に規定する教

育委員会の申し出を受けた上で、同法２２条第５号に基づき契約事務を進めます。なお、契

約の締結にあたっては、花巻市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例により、市議会の議決を得て契約を締結します。竣工は令和 11年度末～令和 12

年度当初を予定しています。 
（令和 12 年度） 
外構工事を実施し、全体整備を完了する計画です（合併特例債の活用期限内に完了予

定）。 
2. 土地取得関係 

２．１ 令和７年度 
用地境界を確定し必要面積を確定。 
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２．2 令和８年度 
 岩手県と土地収用法に基づく事業認定に係る事前協議を実施します。 
 市は令和2年に実施した土地評価額を基準に価格の時点修正を行います。また JR東

日本でも同様の土地鑑定評価が行われ、市が提示する価格の検証・確認が行われます。 
２．3 令和９年度以降 
（令和９年度） 
 地方教育行政法第２９条に基づき、教育委員会の意見を伺った上で、土地取得費を当初
予算に計上予定です。 

 岩手県から土地収用法に基づく事業の認定を受ける予定です。 
 市財産評価審議会に土地価格の妥当性を諮問し答申を受ける予定です。 
 地方教育行政法第 28条第 2項に基づく教育委員会からの正式な土地取得に関する申

し出を受け、土地取得契約を締結します。 
 土地取得後に既存建物の解体工事を実施し、その後、建物本体の建築工事に着手しま
す。 

3. 蔵書等の検討状況 
 新花巻図書館の蔵書に関しては、新花巻図書館整備基本計画に基づき、資料収集方針と
選書基準の見直しを行っています。新花巻図書館計画室、現花巻図書館および各地域館

の司書が協働で素案を検討中です。今後、吉成先生、早川先生などの図書館の専門家の

助言を反映させつつ引き続き検討を進めます。 
 新花巻図書館整備基本計画に定めたサービスを提供するために、必要な職員配置につ
いて、他自治体の例や吉成先生・早川先生などの図書館の専門家の意見を伺いながら検

討を進めます。 
4. その他 

 今回の基本・実施設計プロポーザルでは、「利用者自身の興味・関心から能動的に図書館
に関わる市民（以下「市民ライブラリアン」）」と共に運営・共創する公共図書館を目指す提

案が採用されました。選定委員の審査講評でも示された通り、「市民ライブラリアン」の運

用には可能性がある一方で、実現には体制整備や関係者を含めた更なる議論が不可欠

です。実現可能性を含め、今後詳細を検討していきます。 



（様式11）（Ａ４版）

新花巻図書館整備基本・実施設計業務委託プロポーザル 

業務の実施体制（二次審査用）） 

本業務の実施体制として、「ワークショップ等による意見の反映方法」「コスト管理の体制」「業務

進捗管理の体制」「そのほかに特に重視する業務体制等」（提案書に記載する内容を除く）を論述し、

Ａ４版縦２枚以内（文字サイズ10.5 ポイント以上・図表可・着色不可）とし、論述部分は具体的に示

すこと。

受付番号

ワークショップ等による意⾒の反映⽅法

コスト管理の体制

花巻市
図書館計画室
花巻市

図書館計画室

新
図
書
館
分
館

新
図
書
館
分
館

市
⺠
活
動
拠
点

市
⺠
活
動
拠
点

設計事務所分室設計事務所分室

プレ室

【プレ室】地域に開かれた拠点
“Pre-”「新図書館への前段の場」
・Pre-paration（準備）
・Pre-sentation（提案・説明）
・Pre-liminary（予備・先⾏）
・Pre-view（予⾒・試写）
・Pre-set（初期設定） 

花巻駅近くに新図書館のための【プレ室】をつくります。花巻駅近くに新図書館のための【プレ室】をつくります。

「花巻市に本当に必要な図書館」をつくっていくためには、設計の最設計の最

初期段階から敷地の近くに地域に開かれた拠点をつくること初期段階から敷地の近くに地域に開かれた拠点をつくることが重要

だと考えます。

それは〈常駐して設計を行う設計事務所の分室設計事務所の分室〉〈先行してまちなか

に開く新図書館の分館図書館の分館〉〈花巻市の図書館計画室の分室図書館計画室の分室〉〈地域の

人々の活動を育む市民活動拠点市民活動拠点〉にもなり、それぞれが重なり合った

【プレ室】=新図書館への前段の場【プレ室】=新図書館への前段の場として地域のコモンズとなります。

<設計事務所の分室>としては、いつでも誰でも来訪可能な場とするこ

とで、設計の進捗毎に意見を募ることができ、単発的なWSだけでは拾

いきれない数多くの小さな声に耳を傾け、地域に密着した形で設計数多くの小さな声に耳を傾け、地域に密着した形で設計

を進めていきます。3Dプリンターを備え、常に更新を可視化します。

<新図書館の分館>としては、建物ができる前から敷地の近くで図書館図書館

機能を試行展開機能を試行展開していくことができます。まちライブラリーまちライブラリーのように

地域の人が気軽に本に触れられる場となり、本の輪を広げていきます

⑴

・

・

・

・

⇒

⑵

⑴

⑵

<市の図書館計画室の分室>としては、常に進捗状況が一望できる打合せ場所常に進捗状況が一望できる打合せ場所になります。夜間、役

所が閉まっている時間帯でも、仕事帰りの市民も集うことができる場として使用できます。

<市民活動拠点>としては、新図書館で想定される活動の実験の場とすることで、開館前からコミュ開館前からコミュ

ニティが形成ニティが形成されていきます。計画段階で実際に活動してみることで、そこでの細かな気づきの積

み重ねを設計に反映することができます。日常的に関係性が深まり、人々が自分ごととして積極的人々が自分ごととして積極的

に携わっていける連帯感を醸成に携わっていける連帯感を醸成し、サポーターを増やしていくことにつながると考えています。

プレ室に重なり合う団体や活動は時間と共に増えていき、多くの人にとってのコモンズとなります。

私たちが提案する様々な領域・分野が重なり合う「ナレッジ・コモンズ」は、地域の人々と共に様々な領域・分野が重なり合う「ナレッジ・コモンズ」は、地域の人々と共に

プレ室から少しずつ育んでいき、新図書館に引き継いでいきますプレ室から少しずつ育んでいき、新図書館に引き継いでいきます。

地域の人々と共に線路側立面全体を【大きな壁面作品】とします。地域の人々と共に線路側立面全体を【大きな壁面作品】とします。

西日を抑えるために開口部を絞った線路側の外壁面には、地元作家と地元作家と

共にWSで市民の手によって描かれた壁画共にWSで市民の手によって描かれた壁画を全面的に展開します。地域

の人々が建物づくりに直接参加でき、愛着を生むとともに市民の手に市民の手に

よる世界最大級かつ世界で唯一のコミュニティアート作品よる世界最大級かつ世界で唯一のコミュニティアート作品となります。

【設計【設計ＪＶＪＶ内に所属する建築積算士】が並走しコストを管理します。内に所属する建築積算士】が並走しコストを管理します。昨今の物価高騰には、従来の

外注型の断続的なコスト管理では対応が困難です。ＪＶＪＶ内で並走することで随時反映が可能となり、内で並走することで随時反映が可能となり、

蓄積したノウハウも活かせます。蓄積したノウハウも活かせます。定期的に概算を市と共有し透明性の高いコスト管理を実現します。

工事種目ごとに予算目安を定め、スペック決定の物差し工事種目ごとに予算目安を定め、スペック決定の物差しとすることとすることにより、各段階で概算工事費を

予め把握し、コストバランスの指針を示しながら手戻りなく実現性の高い計画案コストバランスの指針を示しながら手戻りなく実現性の高い計画案を作成できます。

。

資料①―１



（様式11）（Ａ４版）

新花巻図書館整備基本・実施設計業務委託プロポーザル 

業務の実施体制（二次審査用）） 

本業務の実施体制として、「ワークショップ等による意見の反映方法」「コスト管理の体制」「業務

進捗管理の体制」「そのほかに特に重視する業務体制等」（提案書に記載する内容を除く）を論述し、

Ａ４版縦２枚以内（文字サイズ10.5 ポイント以上・図表可・着色不可）とし、論述部分は具体的に示

すこと。

受付番号

業務進捗管理の体制

そのほかに特に重視する業務体制等

課題に応じたカテゴリーごとの【ワーキンググループ（WG）打合せ】を設けます。課題に応じたカテゴリーごとの【ワーキンググループ（WG）打合せ】を設けます。定例打合せに加

え、様々な関係者や市民と密接に対話様々な関係者や市民と密接に対話を重ね、意見を整理・反映し共有できる仕組みを作ります。

プレ室をWG打合せを行う場としても利用プレ室をWG打合せを行う場としても利用することにより、日々更新されていく模型やCGなど視覚的

な情報が常に一望できるようにします。各分野の業務進捗を全ての関係者で共有し、一体感を高め各分野の業務進捗を全ての関係者で共有し、一体感を高め

ながら齟齬なく進めていくながら齟齬なく進めていくことが可能となります。

多様な価値観を取込み、包摂的な図書館をつくるため【個性と専門性を掛け合せた集合知のチーム】多様な価値観を取込み、包摂的な図書館をつくるため【個性と専門性を掛け合せた集合知のチーム】

で臨みます。で臨みます。〈Ⓐ実績と技術力で総合的に統括する組織設計事務所〉〈Ⓑ地域性を独自性へと展開し意

匠設計を取りまとめるアトリエ設計事務所〉〈Ⓒ独創的な発想で柔軟に空間構成を推進するアトリエ設

計事務所〉〈Ⓓ東北に所在する公立美術館で館長として運営にも関わる建築計画研究者〉を中心にそれ

ぞれの強みを活かし、様々な視点から知を集結させた実現性の高い設計案様々な視点から知を集結させた実現性の高い設計案をつくっていきます。

⑴

⑵

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03

2025年度(R07年度) 2026年度(R08年度)〜 2027年(R09年)

04〜

◀計画内容確定◀計画内容確定

￥￥ ￥

基本・実施設計業務期間（15ヶ⽉） 準備

提案の振り返り
与条件の整理
提案の振り返り
与条件の整理 設計設計 積算・調整積算・調整 準備準備まとめまとめ

設計作業設計作業設計条件の整理設計条件の整理 調整調整 成果品まとめ成果品まとめ概略⼯程表作成概略⼯程表作成

Ｐｒｅ−ｓｅｔ（設計課題の確認）Ｐｒｅ−ｓｅｔ（設計課題の確認） Ｐｒｅ−ｖｉｅｗ（設計妥当性の確認）Ｐｒｅ−ｖｉｅｗ（設計妥当性の確認） Ｐｒｅ−paraiton（設計成果の確認）Ｐｒｅ−paraiton（設計成果の確認）Ｐｒｅ−sentation（設計⽅針の確認）Ｐｒｅ−sentation（設計⽅針の確認）

コストマネジメントコストマネジメント

法令協議・整理法令協議・整理

ZEB条件整理ZEB条件整理

各種申請⼿続き各種申請⼿続き法令協議・確認法令協議・確認

調整調整

積算積算概算概算

省エネ提案・設計・検討省エネ提案・設計・検討 計算・検証計算・検証

花巻市
図書館計画室
花巻市

図書館計画室

図書館図書館ワーキンググループ

市⺠活動市⺠活動ワーキンググループプレ室プレ室

設計チーム設計チーム

社

内
レ
ビ
�
�

社

内
レ
ビ
�
�

〈法規〉〈法規〉

〈コスト〉〈コスト〉

〈ＺＥＢ〉〈ＺＥＢ〉

定例打合定例打合

WG打合

引き続き細かい調整・

協議WGを⾏います

引き続き細かい調整・

協議WGを⾏います

関係団体・アドバイザー・市⺠と密に連携

ご担当者の意⾒を

よく聞いて条件整理

ご担当者の意⾒を

よく聞いて条件整理
頂いた意⾒をよく検討して

より良い計画を⽬指します

頂いた意⾒をよく検討して

より良い計画を⽬指します
シミュレーションなど多⾓的な

検討でしっかり検証します

シミュレーションなど多⾓的な

検討でしっかり検証します

中間報告時点での概算⼯事費を共有し、

計画内容の調整に役⽴てよう

中間報告時点での概算⼯事費を共有し、

計画内容の調整に役⽴てよう
精度の⾼い設計積算を提⽰

市況の現状と展望も合わせて報告

精度の⾼い設計積算を提⽰

市況の現状と展望も合わせて報告

早めに法令関連を整理して⼿戻りのないように早めに法令関連を整理して⼿戻りのないように

市況の説明と、予算の確認・提案を⾏おう市況の説明と、予算の確認・提案を⾏おう

費⽤対効果をセットで提案します！費⽤対効果をセットで提案します！

基本設計内容で協議・確認しておこう基本設計内容で協議・確認しておこう

設計条件の整理設計条件の整理 設計協議設計協議 中間報告中間報告 仕様調整仕様調整設計内容の確認設計内容の確認

提案はもらったけど、基本計画

との擦り合わせが必要だね

提案はもらったけど、基本計画

との擦り合わせが必要だね

条件整理の次は設計を進め

て関係者の⽅ と々意⾒交換ね

条件整理の次は設計を進め

て関係者の⽅ と々意⾒交換ね

ここの仕様は⾒直しかなここの仕様は⾒直しかな

庁内説明にも期間を確保！庁内説明にも期間を確保！

⽉間報告⽉間報告

設計内容の⽉間報告設計内容の⽉間報告

ププ

〈体制図〉

〈管理図〉

Ⓐ統括：Ⓐ統括：組織設計事務所組織設計事務所

多数の図書館や地域交流施設、県下の設計実績と技術

力を有し、ZEB Ready取得実績をもつZEBプランナー認

定事務所が、適切なコスト管理で事業を総合的に統括

管理技術者管理技術者／公共建築賞を受賞した市民

協働型図書館の設計実績、自身も市民ラ自身も市民ラ

イブラリアンイブラリアンとして活動中

地域性を独自性へ展開する設計経験・多くの関係

者間の調整力を活かした設計の取りまとめ

Ⓑ展開：アトリエ設計事務所Ⓑ展開：アトリエ設計事務所

建築(意匠)主任担当技術者建築(意匠)主任担当技術者／地域拠点を

設け常駐し地元の人々と共に公共施設を地元の人々と共に公共施設を

つくった実績つくった実績を活かし、プレ室から地元

の声を拾い上げ、地域特有の建築に展開

独創的発想・新しい手法・柔軟なデザインを活か

し、ここにしかない唯一無二の空間づくりを推進

Ⓒ推進：アトリエ設計事務所Ⓒ推進：アトリエ設計事務所

建築(意匠)担当技術者建築(意匠)担当技術者／住宅から公共広場

まで、人々の多様な活動を生む空間人々の多様な活動を生む空間を実現

してきた実績を活かし、空間構成を担う

建築計画・学術的視点、地域文化施設・運営面か

ら計画案の発展を下支え

建築(計画)担当技術者建築(計画)担当技術者／多数の自治体に

おける文化施設の計画実績、東北の市民

協働型美術館の運営実績を活かし、ハーハー

ド・ソフト両面から計画ド・ソフト両面から計画を支援

Ⓓ基Ⓓ基盤・盤・活性：建築計画研究者/公立美術館館長活性：建築計画研究者/公立美術館館長

建築(構造)主任担当技術者
建築(積算)主任担当技術者

・
・

電気設備主任担当技術者
機械設備主任担当技術者

・
・

Ⓑ展開

Ⓓ基盤

Ⓐ統括 Ⓒ
推
進

Ⓓ活性







( 様式 11) (A4 版 )

新花巻図書館整備基本・実施設計業務委託プロポーザル

業務の実施体制 ( 第二次審査用 )

2026 2027 2028 2029
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1211 1 2 3 4 5

2030 2040 2050 2060 2070 2080

開 館 後 20年 開 館 後 50 年

延伸予備期間

開 館

ZEB 1.：外皮面積、熱負荷

フィードバック フィードバック

ZEB 2. 設備性能シミュレーション 最終確認

チェックポイント

各種進捗管理

①花巻タイム
　  カプセル
　  ワークショップ

・50 年で変わるものと
　変わらないものを考える

・花巻の
    50 年を考える

これからの図書館を
考えるWS

アルコーブ
コーナー , 空き本棚
の使われ方見直し

・図書館の
     姿を考える

ZINE、コンセプトブック、「図
書館の 20 年後に残したい本」
などアーカイブ化

アフターワークショップ
トークイベント

「タイムカプセル本棚」

・フロアテーマに沿った
　配架を考える

意見交流形式

インタビュー＆レクチャー形式

例）エンジニア 例 ) 地域福祉学者例）脳科学者 例）地域エコノミスト

図書館の使い
方を知る

広場の使い方
を知る

リサーチ形式

図書館をどう使う？
アルコーブを増やす？
蔵書を増やす？
市民の場を充実させる？

③コスト管理 高耐久の構造躯体検討

チェックポイント

プロポーザル案概算見積

④各種打合せ

アドバイザー会議

JR との協議 開館後会議 続設計チーム協働インフラ関係機関協議 図書館ボランティアとの打合せ 他図書館司書ヒアリング

全体工程
基本設計（6 ヶ月） 実施設計（11 ヶ月） 建設工事

開館準備

開館

発注・入札

必要に応じた配架・間取り変更

設備等更新 設備等更新前提条件整理 要望整理
ヴォリューム
平断面の検討 一般図の作成 積算・確認申請詳細図の作成

②図書館計画

図書館計画室

設計チーム
駅前、広場との
一体的整備検討 コスト最終調整サイン計画

図面の作成

家具・什器の検討

ヴォリューム配置
平面・断面の検討

予約本室位置検討

先進事例視察

全体コンセプト
検討

設計条件
法規整理

蔵書計画
アーカイブの更新

必要諸室の検討

飲食機能導入検討

敷地条件の決定

蔵書数の検討
職員数
人員配置検討

閉架
仕様検討

自動貸出機、OPAC、
ブックシャワー仕様検討

デジタルサイネージ導入 仕様検討 運営運用の見直し

管理諸室
規模検討

県立図書館、分館との連携検討、引っ越しスケジュール検討

配架方針、
テーマ検討

準開架、貴重書架
運用方法検討

BDS、ブックポスト
配置検討

管理諸室
配置検討 各室音環境検討

書架、カウンター
家具検討

開館日、開館時間検討

アルコーブ
コーナーの検討

設備等
各種更新

設備等
各種更新

テーマ配架詳細検討

管理諸室
仕様検討

アドバイザー会議
ソフト面の相談

ZINE、コンセプトブッ
クなどの作成

ソフトとハードが連動する図書館

• 設計スケジュールはかなり厳しいスケジュールため、設計の早い段階から他館を含めたソフト（運営）を考慮にいれながらハードの検討を進め

ます。特に開館後の蔵書計画や必要諸室検討を早期に開始し、長期的な運用と建築計画を一体化させていきます。

• 電子書籍やオンラインコンテンツも早い段階から検討します。また、花巻の歴史写真や宮沢賢治関連の資料をデジタルアーカイブ

し、将来に渡って閲覧できる環境を考えます。

• 各フェーズでの課題を早期に把握し、適切な対策を講じながら、全体予算の最適化を図ります。

• 都市構造再編集中支援事業補助金等の遂行期限を踏まえ、前提条件および要望事項を早期に整理・確定することで、厳しいスケジュール条件に

おいても、着実かつ迅速に業務を遂行します。

私たちは、新花巻図書館を50年スパンで考えます

•「花巻の50年」をテーマにした「花巻タイムカプセルワークショップ」を検討します。将来をイメージしながら意見を交わすことで、

世代を超えて市と図書館のあり方を議論し、計画に反映させます。「花巻タイムカプセルワークショップ」は意見交流形式、

インタビュー＆レクチャー形式、リサーチ形式の３つの系統に分かれ、それらを相互に連動しながら進めます。

• インタビュー＆レクチャー形式では各分野の専門家に「これからの50年」をインタビューしていくことを検討します。変わりゆく社会を見据え、

新図書館のあり方への知見を得て、意見交流形式のワークショップと図書館計画に反映させます。

• 花巻タイムカプセルワークショップの記録（ZINE など）や制作物は、開館後しばらく空いている本棚に収めてアーカイブします。

• 建設中、建設後の駅前多目的広場の利用方法や建物ヴォリューム及び配置案など、模型やパースなどのヴィジュアル素材を用いて、市と市民の

合意形成の支援をします。

• 工事中のアフターワークショップでも引き続き専門家を交えたトークイベントの開催やアーカイブブックの制作、設計・工事の記録づくりなど

を行い、市民との関係が希薄になりがちな建設期間にも、図書館完成に向けた機運を市民とともに高めていきます。

• アフターワークショップでは「図書館の 20 年後に残したい本」を一冊選び、2050 年に公開する「プレゼント（現在・贈り物）プロジェクト」

を計画します。この成果物は開館後にアーカイブします。

• 上記のようなワークショップの回数や取り組みなどの実施については、市の予算や方針に応じて取捨選択し、柔軟に検討していきます。

蔵書計画にある50年のスパンでみるとき、建物規模や他館の耐用年数、人口動態等を考慮すると、「新図書館の姿を再考するタイミング」を設定す

る必要があと考えます。開館後20年をひとつの目処と捉え、その後の設備更新や蔵書計画を見据えて設計します。

＜①ワークショップ等による意見の反映方法＞
これからの図書館を考える「花巻タイムカプセルワークショップ」

＜②業務進捗管理の体制＞

資料②－１



( 様式 11) (A4 版 )

新花巻図書館整備基本・実施設計業務委託プロポーザル

業務の実施体制 ( 第二次審査用 )

2025 2030 2040 2050

例 ) 地元建築家
例）地域おこし協力隊メンバー
例 ) その他若手建築家
例）事務所 OB・OG
など

花巻まつり
なはん市

銀河の星まつり
イーハトーブ音楽

ものづくりEXPO
マルシェ

読書

電車の待ち時間

サークル活動

学習

研究

情報収集

など

館長

司書

図書館スタッフ

アーキビスト、      図書館検証チーム、       図書館学者、など
他図書館関係者
建築家　など

連携

意見集約アプリを駆使し
た意見の反映、市民への
情報発信

［管理技術者］
西澤徹夫 建築事務所

・東北で大規模文化施設の
実績

・日本建築学会作品受賞

［構造主任］
平岩構造計画

・大規模文化施設の
構造設計実績

［電気・機械主任］
森村設計　

[ ファシリテーター ]
榊原充大　

[ 積算主任 ]
二葉積算　

・多数の図書館積算実績

・東北で文化施設の多数実績
・ZEB プランナー登録

［意匠主任］
畝森泰行 建築設計事務所

・岩手、東北で公共施設の実績
・図書館設計の実績豊富 ランドスケープデザイナー

サインデザイナー
照明デザイナー

デザイナー

地域おこし協力隊
など

建築家

花巻　    東和
大迫　石鳥谷

なはんプラザ
ホテル、商店街

インタビュー

トークイベント
インタビュー

適宜チームに

適宜
チームに

タイムカプセルWS

取扱説明書発行

ワークショップに向けたアンケート

次の２０年を考える
ワークショップ

常
に
密
な
連
携

アドバイザー会議
ソフト面の相談など

ワークショップ向けた協議

続・設計チーム協働、
コンセプトブック ZINE 等で

アーカイブ化

設計・計画

パブリックコメント

専門家ヒアリング

設計チーム

例）エンジニア
図書館が AI 技術に
よってどう変わるか

例）地域福祉学者
図書館を地域福祉の
拠点と捉える

例）脳科学者

「本を読む」だけでな
く、「考える」ための
空間とするには

公共施設としてだけで
なく、地域経済活性化
のハブとして捉える

例 ) 地域エコノミスト

インタビューイ

各種専門家

花巻在住

既存図書館

図書館計画室

新花巻図書館
図書館

市民

各種専門家

各種専門家

続・設計チーム

多角的な議論を通じて考える実績豊富なチーム

• 図書館、文化施設等の公共実績に加え、東北など寒冷地の設計実績が豊富な設計チームです。今回のように関係者が複数にわたり、複雑な調整

が求められる設計も得意としており、コミュニケーションを丁寧に取りながら業務を進めます。

• 管理技術者および意匠主任は、過去にもそれぞれで共同体を結成して多くのプロジェクトを手がけてきました。チームとして議論や協働をする

ことは、さらに複数の主体によって客観性や合理性を多角的に確認する必要がある公共建築を進めるうえで高い効果を発揮します。

• 関係各所との定期的な打合せに加え、審査員の皆さんや有識者とのアドバイザー会議を複数回設けることを提案します。専門的な観点から設計

の状況を確認していただき、よりレベルの高い、長期的に使われる建物を目指します。

50年スパンで考えるゆるやかな協働

• プロポーザル段階では最小限のチームにとどめ、各フェーズで課題を具体的に把握してから適切な専門家や地域に精通した人材と戦略的に議論

を深めながら、協働者を加えて柔軟にチーム構成を変容させる方針とします。このアプローチにより、常に客観的視点を確保し、最適解を導き

出すことが可能です。

• アドバイザー会議などに参加し、運営中の図書館の声に耳を傾けながら、継続的なサポートをいたします。また、設計中のプロセスをドキュメ

ントとしてまとめ、開館後のアフターワークショップ等に活かします。

• 竣工後も図書館と関わりながら、地元や若手の建築家・デザイナーをアドバイザー会議に迎えいれ、図書館の使われ方や運営などを共にアーカ

イブしつつ、設計時の知見をゆるやかに継承していきます。こうして、新花巻図書館を 50年にわたり支える体制を整えます。

＜各組織・人の関わりイメージ図＞

段階的なコストチェック

• 最初にプロポーザル案の概算見積を取り、予算との整合を早期に図ります。その後も精度を上げながら複数回のコストチェック

を行い、関係者にも共有します。

（7%）-300 ㎡

物価高騰率見込み

（12%）-500 ㎡

4000 ㎡

（88%）

床面積

4200 ㎡

（93%）

床面積

4500 ㎡

床面積

（100%）

物価高騰を考慮 さらに効率化

・効率的な閉架書庫

・動線のコンパクト化

・書架密度の増化

（アルコーブ部分）

検討可能要項上の面積 本提案

物価高騰を見越した面積のコンパクト化

• 入札予定時期までに7%
※
物価高騰することが予想されています。効率的な閉架書庫や、動線のコンパクト化によって必要面積を抑え、現時点の床

面積を想定の 93％（＝4200㎡）で計画し、コスト調整代にすることを提案します。さらに、プランの効率化により床面積を 88%(=4000 ㎡ )

までコンパクトにすることも検討可能です。

コストコントロールしやすいフレキシブルな計画

• 本提案は、床面積の調整や開口部の数量、乾式間仕切りの数量、

本棚の設置量など、本提案の構想範囲内でのコスト調整が

容易です。コンセプトを維持しながら調整代を多数持つ、

フレキシブルな計画です。

合理的な構造計画によるコスト管理

• 耐用年数80年を見越した構造および設備計画とし、メンテ

ナンスコストおよびランニングコストを下げる計画としま

す。イニシャルコストとのバランスを図りつつ、トータル

のライフサイクルコストを低減します。

※建設物価調査会 建築費指数 参照

＜④そのほか特に重視する業務体制 >

＜③コスト管理の体制＞






